７　防災体制
連絡体制及び施設災害対策本部は、市が発する防災情報や施設が入手する各種情報に基づき以下のとおり設置する。
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■注意体制確立：市は市民に対し、防災に関する更なる注意喚起のため「災害警戒本部を設置し、全市をあげて警戒体制を強化していること」を防災行政無線等で知らせる。本施設では、台風接近等による大雨や暴風等の予想についても把握の上、これをもって職員のうち、施設長、事務長、管理職にある職員により施設の警戒体制構築の準備を確立する。
　この段階において、デイサービス等の利用者の台風最接近当日の受入中止を判断するとともに、職員に対し、緊急時の出勤について予め通知しておく。

■警戒体制確立：市がまだ「避難準備・高齢者等避難開始」を発令するまでではないが、夜間の避難が不安な方のために「自主避難所開設」を判断した場合、防災行政無線等で市民に注意喚起する。本施設ではこれを受け、入所者を指定緊急避難場所へ避難させるための体制の強化を図るため、待機職員を増強する。なお、予めこの段階で、指定緊急避難場所となる但馬技術大学校へ受入の可能性について連絡しておく。
■非常体制確立（下記の①②のいずれかで活動開始）
①円山川立野地点の水位が氾濫注意水位4.50ｍに達し、なおも上昇のおそれがあるとき、市は避難準備・高齢者等避難開始を発令する。この情報は防災行政無線により最大音量で緊急情報として市民に周知される。（その他、防災情報FAX、とよおか防災ネットでも同時に配信）　

②兵庫県河川監視システムにより八代川（八代地点）の水位が量水標の残り1.0mを切ったとき。（越流堤から越水が始まる段階）
本施設にあっては、上記①、②のいずれかの状況により、出勤している全職員をもって利用者を安全かつ迅速に指定緊急避難場所へ避難誘導を開始する。
・施設長の指揮命令に従い、活動する。（施設長、事務長は職員への指揮に徹する）
・緊急に出勤する職員にあっては、出勤途上の状況に注意し、施設へ安全に出勤可能と判断した場合は速やかに出勤する。なお、出勤途上で気象状況の悪化や道路冠水等による身の危険を感じた場合は無理をせず、近くの安全な建物等に一時避難する。この際、施設へ必ず連絡する。

・市からの「避難準備・高齢者等避難開始」等が発令されていなくても、雨量等の気象情報や水位等の情報から施設長が危険だと判断した場合は避難を開始する。なお、その際には避難先に確認を取ること。（八条雨水幹線の水位、周辺道路の冠水に留意）
・入所者の避難誘導の際に職員も全員避難する。
・夜間に市が災害警戒本部を設置した旨の連絡があった場合には待機職員２名と宿直員１名の計３名は注意体制を確立するために施設長、事務長に連絡し、体制を構築する。


＜体制の構築に当たっての事前予防措置＞

本施設は国が指定する浸水想定区域内に立地していることから、利用者の安全に配慮することを目的として、大型台風等が襲来し、市内に洪水被害等のおそれがあることが予想される場合には、気象庁が発表する台風情報（台風の規模や５日先進路予測、大雨・暴風の予想等）や豊岡市からの防災情報等に基づき、以下のとおり災害予防措置を講じるものとする。

（１）デイサービス

台風情報等に基づき、台風の接近等による大雨・暴風等により、人的被害が生じるおそれや、交通手段の確保が難しいと判断される場合には、サービス利用日の前日又は当日に利用者及び利用者家族に対し、デイサービスの受入中止を知らせる。
また、台風接近までの間であっても、前線等の影響により大雨が長時間降り続くような場合についても、同様の対応を取る。
（２）短期入所（ショートステイ）

台風情報等に基づき、台風の接近等による大雨・暴風等により、人的被害が生じるおそれや、交通手段の確保が難しいと判断される場合には、サービス利用日の前日又は当日に利用者及び利用者家族に対し、ショートステイの受入中止の協議を行う。
また、台風接近までの間であっても、前線等の影響により大雨が長時間降り続くような場合についても、同様の対応を取る。
ショートステイの受け入れ中であっても、台風情報等に基づき、台風の接近により、当施設が浸水するおそれがある場合や、人的被害が生じるおそれがある場合には、利用者及び利用者家族に対し、ショートステイの利用を中断し、自宅等より安全な場所への避難についての協議を行う。

（３）長期入所

　台風情報等に基づき、台風の接近等による大雨・暴風等により、当施設が浸水するおそれがある場合や、人的被害が生じるおそれがある場合には、予め利用者家族に対し、施設側の防災対応について知らせるとともに、可能な範囲で引き取りについての協議を行う。
　＜留意事項＞

　特にショートステイ利用者については、その利用要件から勘案して、家族による急な引き取りは困難と考えられることに留意する必要がある。

なお、入所者の引き取りを依頼の結果、引き取りができない場合には、施設のおかれた気象状況等をご利用者ご家族へ説明し、施設外への避難の可能性やそのことによる入所者の急な体調変化等についての理解を求めておく。

　以上のことから、入所者の避難場所への避難に係るシミュレーションの検討に当たっては、ショートステイ利用者を全員「避難対象者」として作成することとしている。



８　情報収集・伝達
（１）情報収集
収集する主な情報及び収集方法は、以下のとおりとする。
	収集する情報
	収集方法

	気象情報
	豊岡市からの情報

・防災行政無線、防災情報ＦＡＸ、とよおか防災ネット（登録制メール）
テレビ、ラジオ
インターネット
➣気象庁ＨＰ（http://www.jma.go.jp）
1 台風情報（進路予想、大雨・暴風の予想等）
2 「豊岡市に発表されている気象警報・注意報」
気象警報・注意報(図表形式)
 http://www.jma.go.jp/jp/warn/f_2820900.html
3 洪水警報の危険度分布

http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html
➣【参考】大雨警報（浸水害）の危険度分布

http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
· 【参考】高解像度ナウキャスト（雨雲の動き）

https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/http://www.jma.go.jp/jp/
suigaimesh/flood.html

	洪水予報・河川水位
	豊岡市からの情報

・防災行政無線、防災情報ＦＡＸ、とよおか防災ネット（登録制メール）

インターネット
➣川の防災情報（雨量・河川水位）

➣兵庫県河川監視ｼｽﾃﾑ（http://hyogo.rivercam.info/）

	豊岡市災害対策（警戒）本部設置
	豊岡市からの情報

・防災行政無線、防災情報ＦＡＸ、とよおか防災ネット（登録制メール）

	避難準備・高齢者等避難開始
	豊岡市からの情報

・防災行政無線、防災情報ＦＡＸ、とよおか防災ネット（登録制メール）

緊急速報メール・エリアメール

テレビ、ラジオ、インターネット等

➣川の防災情報（雨量・河川水位）

➣兵庫県河川監視ｼｽﾃﾑ（http://hyogo.rivercam.info/）

	避難勧告

避難指示（緊急）
	豊岡市からの情報

・防災行政無線、防災情報ＦＡＸ、とよおか防災ネット（登録制メール）
緊急速報メール・エリアメール
テレビ、ラジオ、インターネット等



※停電時は、ラジオや携帯電話等を活用して情報を収集する。
※提供される情報や独自で入手した情報に加え、雨の降り方等から施設周辺の水

路（八条雨水幹線等）や道路（避難経路）の状況について施設内から確認する。
※「洪水警報の危険度分布」において円山川の施設周辺の格子が警報基準（赤）になった場合は、内水氾濫の可能性があるため、注意体制確立後には河川監視カメラと同様に注視する。（指定河川洪水予報の表示をオフにすることに留意）

（２）情報伝達
①「緊急職員連絡網」に基づき、電話、メール等、複数の伝達手段を用いて、体制の確立状況や気象情報、水位情報等について施設職員、関係者間で共有する。

　　平時から連絡手段についての確認をしておくこと。
②市への連絡、市からの情報収集が必要な場合は、豊岡市災害警戒本部（℡00-0000代）へ電話する。


９　避難誘導

避難誘導については、次のとおり行う。
（１）避難について
避難場所は下表のとおりとする。なお、悪天候の中の避難や、夜間の避難は危険もともなうことから、二次災害を避けるため、「施設周辺の水路が氾濫のおそれがあると判断した場合」や「施設周辺が冠水を始めている場合」など避難場所への移動避難が困難であると判断した場合は、施設２階で屋内安全確保を図るものとする。
なお、必要な物資（P12）については、予め施設２階にも一定数を準備しておくこと。

【特記事項】

①あくまで施設2階への垂直避難は、避難場所への避難が危険であると判断される場合や避難誘導途上で市が避難指示（緊急）を発令し、直ちに避難誘導活動を終了する場合の緊急退避措置であることに留意する。
②施設２階への垂直避難を行うこととなった場合、その後の降雨状況や河川氾濫の状況から２階が浸水する可能性もある。その場合には、施設２階のベランダから救助ヘリコプターやボートによる救助を求めるなど、可能な限りの活動を行うものとする。
③避難場所に避難した後で、市からの情報によりさらに危険が高まるおそれがあると判断される場合は、安全を確認した上で隣接する校舎の３階等に緊急避難する。
（２）避難経路について
避難場所までの避難ルートについては、「避難経路」(P3)のとおりとする。

なお、避難経路上の道路冠水や水路等の氾濫には十分注意すること。
（３）避難誘導について
　ここのかの施設内から避難場所までの誘導方法は別に定めたシミュレーション

並びに対応別避難誘導方法一覧表（P16）に基づき行うものとする。
なお避難場所までの移動距離及び移動手段は、以下のとおりとする。
	
	名　称
	移動距離
	移動手段

	避難場所
	兵庫県立但馬技術大学校

体育館（２階）
	（
	９４０
	）m
	□徒歩

	
	
	
	
	
	■車両（
	５
	）台


　　※なお、但馬技術大学校での2階体育館への避難にあたり、車いすでの移動が困難と判断される場合は、「毛布にくるむ」、「抱きかかえる」などして対応することも想定しておく。

10　避難の確保を図るための資器材等の整備
情報収集・伝達及び避難誘導の際に使用する資器材等については、下表「避難確保資器材等一覧」に示すとおりである。
これらの資器材等については、日頃から維持管理に努めるとともに、避難所での使用を想定した訓練等を踏まえ、資器材の点検・見直しを行う。
なお、これら資器材の種類・数量については、「施設２階配備用」及び「指定緊急避難場所用」に分けて使用できるように、事前に必要数を把握しておくとともに、避難時には搬送車両に積みこみ、避難場所へ持参するものとする。（内訳は別途作成）
避難場所への搬送にあたっては、寝具、食料、薬等、予め搬送順序等を決めておくとスムーズであることに留意する。
避難確保資器材一覧
	備　蓄　品

	情報収集
・伝達
	■テレビ（５台）　■タブレット（５台）　■ファックス（１台）
■懐中電灯（５個）■電池（10個）　■個人携帯等

	避難誘導
	■名簿（施設職員、入所者等）　■タブレット（同上）■懐中電灯（同上）　
■誘導棒（3本）

	施設内の
一時避難
	■水（29人分：３日分）　■食料（同左）■寝具（39人分）

	高齢者
	■おむつ・おしりふき（100枚）

	そのほか
	■薬　■お薬手帳　■保険証　■血圧計　■体温計　■パルスオキシメーター　■ウェットティッシュ　（50個）　■ゴミ袋（50枚）　■タオル（50枚）■おやつ


	浸水を防ぐための対策

	■土嚢（袋10枚、土嚢用の土）


11　防災教育及び訓練の実施
・毎年10月に全職員を対象に、平成１６年台風第23号メモリアル訓練として、風水害に関する情報収集・伝達並びに避難誘導等に関する訓練を実施する。
・年間の教育及び訓練計画を毎年４月に作成する。
・市の防災に関する出前講座を積極的に活用し、意識啓発をはかるとともに、収取する情報（河川水位、避難準備・高齢者等避難開始等）の種類や内容・利活用方法、テレビ・インターネットからの収集方法について学習する。


12　指定緊急避難場所における対応

（１）入所者の安全確認
①入所者の確認

□避難場所に到着後、直ちに入所者の避難状況を確認する。

②名札等の着用

□避難場所において、施設関係者、入所者であることを迅速に確認するため、名札を着用させる。
（２）避難場所での対応

①入所者の体調管理等

□入所者のけがの有無、体調等を確認し、気分がすぐれない者がいないか把握する。けがをしている場合は応急措置を施し、病院での診察が必要と思われる場合は、施設の看護師等の指示のもと、病院への搬送を行う。

□環境の変化等により体調を崩されないよう健康チェックを行う。
□体調不良の場合は必要な応急措置を行い、医療機関等へ受診・入院の協力を依頼する。
②避難場所における配慮

□トイレに近いところに避難スペースを設けるなど、入所者の状況について担当職員を通じ一般の避難者に予め理解を求めておく。

□おむつ交換等が必要な入所者にはパーテーションを活用するなどして、入所者の利用空間を確保する。

　なお、これら資機材の借用について、予め但馬技術大学校への協力を求めておく。

③避難場所担当職員との情報共有

□避難場所の担当職員等に対し、避難者の健康状態についての情報をできるだけ共有する。

④施設職員の健康管理

□施設職員の健康面について把握し、外部からの支援体制や交代勤務体制の構築等を通じ、職員が十分に休養を取れるよう配慮する。

⑤家族等への連絡等

□災害時の状況を踏まえ、施設の使用が困難であると判断したときは、家族等に対し、入所者等の引き取りを依頼する。


	施設利用者
	緊急連絡先
	その他
（緊急搬送先等）

	氏名
	年齢
	住所
	氏名
	続柄
	電話番号
	住所
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	連絡先
	担当部署
	担当者氏名
	電話番号
	連絡可能時間
	備考

	豊岡市役所政策調整部
	
	
	
	
	

	豊岡市役所健康福祉部
	
	
	
	
	

	豊岡消防署
	
	
	
	
	

	豊岡南警察署
	
	
	
	
	

	避難誘導等の支援者
	
	
	
	
	

	公立豊岡病院
	
	
	
	
	

	●●医院（かかりつけ医療機関）
	
	
	
	
	

	但馬技術大学校
	
	
	
	
	


	対応内容
	氏名
	避難先
	移動手段
	担当者
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	




※避難シミュレーションを基に作成。


責任者（統括責任者）：施設長

水防責任者（事務長）

	
	平時の役割
	災害時の役割

	総括・情報班

（班長：事務長）

・職員（　　　　　　　）
・職員（　　　　　　　）
・職員（　　　　　　　）
	①防災に関する情報の収集
②防災体制の確立
③連絡網等の整備
④他機関との連絡調整
	①防災情報の収集
②防災情報・体制の伝達

③入所者家族等への連絡

④サービス受入可否調整

⑤防災関係機関との連絡調整

	避難準備班

（班長：管理職員　　　）

・職員（　　　　　　　）
・職員（　　　　　　　）
・職員（　　　　　　　）
	①避難に関する資器材・物資の確保・備蓄確認
②避難に関する関係機関等との連携
③施設周辺の道路・水路の点検体制の確認
	①避難に関する資器材・物資の手配

②避難に関する関係機関等への連絡・調整

③施設周辺の道路・水路の点検・確認

4 その他総括・情報班の支援

	避難誘導班
（班長：管理職員　　　）

・介護福祉士の中から定めた職員（　　　　　　　）

・送迎担当（　　　　　）
	①入所者の避難誘導体制の確立・点検
②避難に必要な車両の点検
③施設内２階への避難方法の確認
	①入所者の避難誘導（施設～指定緊急避難場所）

②避難に必要な車両の確保・運行

③施設内２階への避難

	応急救護班
・看護師

・その他職員（　　　　　）
	①救護体制の確立
②負傷者の救護実施に係る体制の確認

	①救護体制の確立

②負傷者の救護の実施

③消防本部等との連携・情報共有

④病院への搬送



















































体制確立の判断時期





活動内容





気象情報・水位情報等の収集


②使用する資機材の準備


③入所者の避難誘導準備


④出勤可能な職員の参集


⑤家族等への事前連絡





体　制





対応要員





次のいずれか


・豊岡市が避難準備・高齢者等避難開始を発令したとき。


・八代川（八代地点）水位が量水標の残り1.0mを切ったとき。（越流堤から越水が始まる段階）











避難誘導班





【特記事項】豊岡市では円山川下流（立野地点）の「避難準備・高齢者等避難開始」を発令する基準を、一般的に使用される避難判断水位（5.20m）より１段階早め、「氾濫注意水位」（4.50m）としている。※避難指示（緊急）水位については、ポンプ停止基準水位を適用している。





入所者の避難誘導


★避難勧告が発令された場合も指定緊急避難場所へ避難させる。暴風や大雨、既に浸水している等、屋外に移動することが危険な場合は、垂直避難に切り替える。


★避難指示（緊急）が発令された場合は、即刻水平避難活動を中止し、付近の建物等、できる限り高い場所に垂直避難する。（垂直避難：施設内では２階へ避難）








①気象情報・水位情報等の収集


②指定職員の参集（夜間の場合）


③使用する資機材の準備（夜間の場合）





非常体制確立





警戒体制確立





注意体制確立





①総括・情報班





②避難準備班


③避難誘導班





④総括・情報班


⑤総括・情報班








①総括・情報班





②総括・情報班





③避難準備班





次のいずれか


・豊岡市が自主避難所を開設したとき


・避難準備・高齢者等避難開始が発令されるおそれがあるとき。【円山川（立野地点）の水位が4.50m（氾濫注意水位）を超えるおそれ】





次のいずれか


・台風が近畿地方に接近する等し、大雨となることが予想される１日前


・豊岡市が「災害警戒本部」を設置したとき。


（※施設に影響を及ぼす可能性がある災害に係る本部設置に限る。）
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【各体制の考え方】
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13　施設利用者緊急連絡先一覧表





14　職員緊急連絡網
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15　外部機関等への緊急連絡先一覧表





16　対応別避難誘導方法一覧表
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17　防災体制一覧表
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